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新型コロナウイルス対応に伴う寒剤供給制限 
令和２年度初めより国内での感染拡大が見られた新型コロナウイルスへの対応として、寒剤配送回数
を限定する等の供給制限を実施いたしました。今後も同様に大学全体での制限に応じて、供給制限を
実施する可能性がございます。中には停止できない機器や、生物保存のための冷却の継続など、研究
の都合上どうしても寒剤供給を継続する必要がある場合があると認識しております。そういった場合
は、これまでの制限期間中同様、可能な限り対応させて頂きたいと考えております。 
利用者の皆様には大変ご不便をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願い致します。 

ガス会社協力の元、新たに液体窒素175L容器と専用キャリアーを
導入しました。液体窒素175L容器は主に液体窒素を蒸発させ高圧
の窒素ガスを利用するために用いられ、そのほとんどがキャスター
の無い容器となっております。そのため、運搬時は油圧ジャッキの
ついた鉄製キャリアーで持ち上げる必要があり、またトラック運搬
時や充填時は安全上一旦キャリアーから下ろす必要があります。今
回導入した専用キャリアーはアルミ製で軽いだけでなく、キャリ
アーに乗せたまま充填・運搬・使用が可能となっており、供給・使
用について大幅に省力・効率化されています。この専用キャリアー
は単体で購入でき、既存の175L容器を乗せることが可能です。皆
様の作業効率化に導入されてはいかがでしょうか。また、本容器は
貸出も行っております。ぜひご利用ください。 

回収・精製系の設備更新 
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2020年3月に回収・精製系の設備更新を行いました。これにより、より安定した液体ヘリウム供給が
可能となりました。また今回、装置の配置を大幅に変更することで更なる安定供給を実現できる液化
機増設へ向けて準備を進めることができました。今回の設備更新を下表に示します。今後も利用者の
皆様が不自由なく寒剤を利用できるよう、随時設備の見直しや補強、更新を実施していきたいと考え
ております。 

ガスカードル更新の様子 更新前後の貯蔵能力・処理能力 

液体窒素175L容器と専用キャリアー 

 

●箱崎キャンパス 
液体ヘリウム供給   2015年終了 
液体窒素供給                             2018年終了 

●伊都キャンパス 
液体ヘリウム供給          2007年開始 
液体窒素供給　　         2007年開始 

●病院キャンパス 
液体窒素供給         2019年開始 

寒剤供給量

保安講習会

保安講習会参加者推移

センター見学
オープンキャンパス等で訪れる一般の方や中高生に、寒
剤供給施設の公開や液体ヘリウム・液体窒素を使用した
実験のデモンストレーションなどを行なっている。通常
では見られない施設や現象の一般公開は、低温科学の啓
発に役立つとともに、中高生たちの視野・可能性の拡大
に大きく貢献している。 
2020年は新型コロナウイルスの影響を受けて、オンラ
インでのオープンキャンパスとなり、動画を通して施設
の紹介やデモンストレーションの公開を行なった。 
（写真右） 

例年は以下の日程でセンター見学を行なっている。 
3月；体験入学 
5月；開学記念 
8月；オープンキャンパス　など 

九州大学安全衛生推進室高圧ガス部門と共同で、各キャ
ンパスにて、寒剤・高圧ガス利用者保安講習会を実施し
ている。この講習会は、全学の寒剤・高圧ガス利用者が
保安に関する知識を深め、寒剤・高圧ガスによる酸欠や
爆発などの事故をおこさず、安全に実験が行えるよう、
テキストやビデオを用いて実施している。 
2020年は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、e
ラーニングによる講習を行なった。 

●2020年実施分(eラーニング) 
○伊都地区 831人、馬出地区 247人、筑紫地区 108人 
　その他部局 32人　　   　　　　　         合計 1218人 
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高圧ガス保安管理業務

低温寒剤を製造・供給するための設備は高圧ガス製造設備であり、高圧ガス保安法により保安検査・定期自主
検査・開放検査などの検査が義務付けられている。保安係員等の監督下でこれらを実施している。 

●日常点検　（３回以上／日） 
早期の異常発見のため、設備の運転状況等について始業時・運転時・終業時など１日３回以上行なっている。 

●定期自主検査　（１回／年）　2020年4月実施（伊都・病院） 
高圧ガス保安法に基づく、耐圧検査・気密検査・安全弁検査・圧力計検査・記録簿検査など多項目の検査。こ
の検査を実施しなければ、保安検査に合格しない。 
　　　　　 
●開放検査　（各機器の周期に応じて）　2020年１１月実施（伊都） 
高圧ガス保安法に基づき、各機器の分解等により、設備内部の目視検査・非破壊検査を行なう。この検査を実
施しなければ、保安検査に合格しない。 
　　　　　 
●保安検査　（１回／年）　2020年7月実施（伊都） 
高圧ガス保安法に基づく、福岡市消防局による検査。この検査に不合格の場合は寒剤供給停止となる。 

●高圧ガス製造事業所保安係員等講習会　2020年受講者なし 
製造事業所の保安係員等を対象とした講習会。製造保安責任者免状の交付を受けてから３年以内に、２回目以
降は５年以内に受講しなければならない。 

●高圧ガス製造事業所保安講習会　2020年　受講者なし 
高圧ガス保安協会が主催する、製造事業所対象の保安講習会。高圧ガス保安法および福岡県の保安行政、近年
の事故例等の講習。 

●寒剤の取り扱いに関する講習・見学会　（随時） 
低温センターの安全利用に関し、寒剤の汲み出し方法や運搬方法、ルール説明等、実際に現場で設備等を使用
して教育指導している。 

●防災・消火器訓練　（１回／年） 
万が一の事故発生時にどのような対応をしていくか、具体的な事故を想定し実施している。避難訓練や、空気
呼吸器の使用訓練、消火器の使用訓練を行なっている。

ヘリウムガス回収率

ヘリウムは貴重資源であり、学内では液体ヘリウムを使
用後に蒸発したヘリウムガスを回収し、精製・再液化を
行なっている。供給した液体ヘリウムのうち、ヘリウム
ガスとして戻ってくる割合をヘリウムガス回収率と呼ん
でいる。回収率を向上させることで、貴重資源であるヘ
リウムガスを有効活用することができる。 

建物ごとの回収率は右記の通り 
(参照期間 : 2020年6月～11月) 

ブロック 供給量（L） 回収率（%）

低温センター実験棟 2,010 91

超伝導センター 2,930 88

W１号館 279 74

W２号館 504 90

W3,4号館 222 81

W５号館 62 76

先導物質化学研究所 1,126 99

超顕微解析センター 0 -

カーボンニュートラル 275 56
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1. Precise absolute Seebeck coefficient measurement and uncertainty analysis using high-Tc 

superconductors as a reference 

Y. Amagai, T. Shimazaki, K. Okawa, T. Kawae, H. Fujiki, and N.-H. Kaneko 

Rev. Sci. Instrum, 91, 014903 (2020)   

 

2. Corundum insulating phases in highly Ti-doped V2O3 nanocrystals 

Y. Ishiwata, T. Maruyama, S. Otsuru, T. Tsukahara, H. Ishii, Y.-F. Liao, K.-D. Tsuei, M. 

Imamura, K. Takahashi, Y. Inagaki, T. Kawae, T. Kida, S. Suehiro, M. Nantoh, and K. 

Ishibashi 

Phys. Rev. B 101, 035415 (2020) 

 

3. Superconductivity in Palladium Hydride Systems 

T. Kawae, Y. Inagaki, S. Wen, S. Hirota, D. Ito, and T. Kimura 

J. Phys. Soc. Jpn. 89, 051004 (2020) 

 

4. Point-Contact Spectroscopy Study of Kondo Insulator SmB6 

T. Harada, M. Shiga, K. Okimura, Y. Inagaki, F. Iga, and T. Kawae 

JPS Conference Proceedings 30, 011022 (2020) 

 

5. In-situ Investigation of Electronic Properties in Yttrium-hydride Prepared at Low 

Temperature 

K. Miyakawa, H. Takata, T. Yamaguchi, Y. Inagaki, and T. Kawae 

JPS Conference Proceedings 30, 011077 (2020) 

 
6. Point-Contact Spectroscopy Study of YbPd/W Interface 

M. Shiga, T. Harada, T. Takahashi, A. Mitsuda, H. Wada, Y. Inagaki, and Tatsuya Kawae   

JPS Conference Proceedings 30, 011139 (2020) 

 

7. Spin order in the classical spin kagome antiferromagnet MgxMn4−x(OH)6Cl2 

Md. M. R. Bhuiyan, X.-G. Zheng, M. Hagihala, S. Torii, T. Kamiyama, and T. Kawae, 

Phys. Rev. B, 101.134424 (2020) 
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